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医
療
費
錨
上
り
な
ど
で
会
計
赤
字

1議は 1戸， 2種は4戸

入
潜
資
格

①
市
内
に
一
年
以
上
総
依
す
る

も
の
で
、
茨
在
住
臨
時
に
問
問
コ

て
い
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る

も
め

②
開
閉
絡
協
十
八
抑
十
的
絞
入
が
山
相

表
に
該
当
す
る
も
の

③
閣
情
に
開
向
精
し
、
ま
た
は
隊
総

L
ょ
う
と
す
る
毅
族
〈
婚
娘

総
出
を
し
ご
い
な
い
が
事
実

上
線
総
関
係
と
問
問
機
的
事
清

に
あ
る
ち
の
，
そ
的
他
締
約

殺
を
含
む
)
が
あ
る
ニ
と
。

由
申
込
み
提
出
書
類

市
山
中
市
数
仲
間
浴
入
国
物
申
込
書

②
市
営
校
浴
入
組
抑
輔
側
幾

国
民
態
康
保
臨
械
は
喝
会
お
な
そ
の
こ
え
た
綴
を
市
が
お
H
総
し

ど
の
縫
療
保
倹
に
綿
入
し
て
い
ま
す
〉
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

な
い
人
々
が
、
病
気
や
け
が
で
綴
災
縫
療
保
険
制
悦
は
、
こ
れ

多
〈
の
淡
淡
約
な
負
担
を
し
な
ら
の
務
総
を
議
食
す
る
た
め
に
、

け
札
ば
な
ら
な
い
絡
に
、
お
た
加
入
さ
れ
て
い
る
泌
氏
の
み
な

が
い
に
お
金
〈
係
険
制
偶
〉
を
お
さ
ん
か
ら
納
約
め
て
い
た
ど
い
て

し
A

甘
い
助
け
合
う
制
州
市
城
で
す
。
お
り
ま
す
。

闘
や
県
も
祷
叫
明
金
を
出
し
て
市
川
u
、
街
保
税
の
負
銭
安
務

付
臨
機
糊
闘
を
負
担
担
し
て
い
ま
す
。
く
す
る
た
め
に
一
殺
会
計
か
ら

た
と
式
MM
、
総
療
費
が
一
万
め
綴
入
金
〈
約
一
一
千
苔
万
閉
門
)

円
か
か
っ
た
と
し
ま
す
と
‘
訟
に
よ
り
面
協
力
糊
押
え
て
き
ま
し
た
。

療
を
受
け
た
ぢ
が
ぶ
チ
閥
、
残
し
か
し
、
本
年
二
汚
か
ら
の

り
の
七
千
同
を
市
が
免
税
す
る
脳
陣
療
費
十
九
%
め
鐙
上
が
り
ゃ

わ

け

ぞ

す

。

受

診

療

の

議

犬

、

動

産

渡

的

引

市
は
こ
の
ほ
か
に
、
滋
護
費
き
た
げ
な
ど
に
よ

q
次
円
衰
の

(
二
万
円
、
資
党
手
当
(
占
ニ
と
お
ワ
制
閣
僚
級
内
税
率
を
引
き

千
円
)
、
葬
祭
緩
{
ぷ
手
間
門
〉
的
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
者
守

支
給
と
老
人
後
臨
時
期
演
〈
七
十
飲
ま
し
た
。

以
上
的
方
何
霞
療
費
を
韓
間
判
竹
化
〉
中
市
民
の
み
な
き
ん
に
は
、
災

令
交
然
、
さ
ら
に
高
額
療
策
緊
僚
を
緩
解
さ
れ
‘
よ
ろ

L
く
と

〈
席
問
綴
絞
め
開
綿
入
負
摂
が
て
H

柏
崎
カ
の
ほ
ど
お
お
が
い
し
ま

月
で
一
ユ
万
円
を
ニ
え
た
場
合
、
す
。

j

i

:

i

j

i

 

市
営
住
宅
的
人
続
殺
を
次
的
合
昭
和
四
十
八
年
総
与
支
払
い
諜
ま
で
お
問
問
い
合
せ
く
だ
き
い
。

と

お

り

募

集

し

ま

す

。

経

明

書

(

管

緩

潮

岬

〉

入
総
希
望
者
は
、
所
定
的
率
m
w
m
川
勝
相
明
後
蕊
開
明
書

鵠
糊
惜
齢
制
隅
を
側
慨
山
悶
し
て
く
ど
き
い
。
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正改室弊寺3t

所得語調古品

入
糊
躍
滋
品
噂
の
方
法

①
入
疑
申
込
み
教
が
仲
間
滋
町
一
一
戸

数
を
・
で
え
る
場
合
同
同
、
制
撤
考

築
資
金
が
実
務
を
潤
附
議
し
、

仲
間
滋
内
問
問
制
す
る
市
民
会
い
が

伎
宅

内
回
線
閥
端
的
低
丹
波
め
縫
い
も

の
に
つ
い
て
は
、
公
開
問
機
せ

ん
に
よ
り
入
居
者
を
決
後
。

一事事
械重量
Iま 戸

費量
〆

一
線
は
回
一
一
戸

入
居
申
込
み
線
側
関

削
哨
料
開
間
十
九
率
八
月
十
六
日

か
ら
八
M

月
九
十
一
日
ま
で

そ
の
総
く
わ
し
く
は
、
管
理 38 
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第 2瞬

市民水詠大会 均等書!古賀(1人について}

王子撃事;境鋲{1 iit僚について3

第
一
間
同
市
民
水
泳
火
ム
泌
を
次

の
と
お
り
開
き
ま
す
。

帯
滋
日
九
月
一
日
誌
〈
門
口
)

約
一
大
出
T
J正

V
時
間
午
線
九
時
吋
か
ら

V
場
開
閉
常
期
間
関
ア

i
ル

V
覆
縄
回
一
人
二
陥
間
関
ま
ぜ

①
中
学
生
の
部

1
3
{
男
・
一

c
c
m

l
E
{
女

・

廷

の

m

:
ホ
{
閉
n
-

…o
o
m

-

i
ケ
女
z

一

o
o
m

『

照

り

包

い

弘

、

J

π

背
泳
{
(
一
し
い
j

A
F
4
9

・

子

Af‘

M
m

ω一
山
絞
め
部

闇?一

c
c
m

女
'
一

C
O
m

の額識
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均等泌総(1人について〉

家主事手務総(1世帯について}
F
車
"
努
e

ィ

O
O
m

2
f
F
女
・
一
門
M
G
m

b
k
」
男
・
二
U
Q
m

手

h
v
H
K
-

張
。
鮒

パ
タ
「
努
&
一

c
c
m

フ
ラ
イ
{
女
・
十
品

mvvM

V
参
加
賞
甑
山
科

V
申
込
み
人
同
月
…
一
一
ト
日
ま

r

教
育
委
祭
会
札
現
金
体
育
係
へ

〈
後
)
八
一
一

$3333339

一
一
五
‘
市
内

線
コ
九
一
一
一
鯵

存
叫
悶
悶
同
と
も
品
物
加
即
品
告
が
一
二
名

川
以
内
的
場
合
、
そ
の
制
燃
料
阿
川
凶
行

な
い
ま
ぜ
ん
写

へ
教
育
委
員
会
〉

事主iL しん会 き軍i1{t.!.心つはにつ議持基さに いうにせ応うせぴしも
争るでなのそたいれのも大ょた後{!!'れ原広 fこか泌が R然ぬとやれ
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仁義金う 、でご二あがす謀、のわ.j.:戦だにでと葬者 てど'Il'や‘ば j哲人に市jかと 怠 が め く八
つ 。 I二怠 る十 るこく 高卒ら、タいとおる 丹 炎
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全国消費実態語査
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こ心に的干U 1) て絞田区三通話語 たな会主争絞めらめは
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くけちち不幸持め 資事認知l務つで ーしは祭人を士す か立をしと重量なっ。向車主でへ生日 が

ιω 

縄張芸誌がお倒いの際は、

よろしくご協力ください。

ここの調主主i立、総理府統計ぬの

潟査で、家言j'語、らみたわが悶の

思E芝生i設の務状と後 手 多 を 紛 ら か

に し、議警災結果は匡jゃ後方公共

間体などにおいて章受:潟、 f士会施

策めために手1]/殺されます。
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新
鮮
味
の
あ
る
広
報
を

汚ト".附鵡 v;:: 

戸i諮問詰
百三浦山

事密室拡稔し入 佐の今 I;t;;t0 

3;3i究明見込妥当i自

費士~~今

!?時;

本
町
酪
描

操
業
に
も
騒
を
向
け
て

酪

録

制

噛

沼

む

ω叫

し
山
打
、
な
包
め
毛
文
章
に
す
べ

会
で
や
ね
陶

小
・
命
学
生

Mvmmで
8
a

筏
度
w
h
.

腕
何
代
位
申
ッ
チ
し
た
広
報
と
伺

い
ラ
援
で
体
令
総
陥
念
お
も
し
帥

ろ
く
令
る
忽
穏
で
ゆ
シ
ガ
品
V
W
牧
町

旅
ゐ
あ
る
紘
成
多
〈
や
る
ご
と
町

も

必

裂

で

し

み

づ

.

岬

句
切
れ
か
ら
の
広
叙
と
し
て
は
、
日

る
よ
う
仇
恒
例
織
機
命
の
ぞ
み
却
す
。
考
え
方
が
あ
ら
わ
れ
て
〈
る
も
や
紘

η
‘
現
夜
の
桝
況
が
縫
い
て
叩

A
h・
Aγ

の
お
線
e
u
合
の
ど
の
で
す
か
ら
-
ゆ
シ
ネ
ぴ
化
し
い
ぐ
と
悶
ゃ
い
ま
す
よ
あ
問

臨
ん
.
へ
で
み
て
、
市
内
容
れ
い
脅
%
が
な
い
で
嬬
鯵
急
な
も
た
品
て
て
ほ
ぞ
れ
位
、
広
剖
慨
が
公
的
お
為
的

な

い

で

?

ね

駒

し

い

も

の

で

す

・

え

と

い

う

倹

演

会

む

勺

て

い

町

広
州
側
枇
閣
に
は
、
縄
象
者
め
内
待
問
院
は
・
'
知
的
V

と
や
さ
る
の
で
、
従
ι恨
の
徳
治
紙
一
な
ど
時

に
か
わ
る
も
の
と
し
て
、
常
民
聞

に
は
必
擦
な
も
の
で
す
合
ら
a

間

んγ
仇
vm緑
化
時
代
と
沼
わ
れ
市

て
い
£
す
が
喝
テ
レ
ピ
や
有
線
同

被
日
仏
協
会
ど
の
広
畑
保
健
体
の
初

m
叫

に
つ
い
て
は
、
必
裂
が
あ
れ
ば
向

利
用
t
い
て
も
よ
い
が
、
今
仰
と

w

こ
ろ

2
t
m
m渇
hv.

岬開
館
九
ム
T
穴
血
芳

明
'
昭
和
三
一
十

時
九
月
七
回
-

w

ゑ
し
、
そ
の

が
磁
波
容
れ
た

山

雅

ま陸

さ

ん
鰍 〈衡Ji1i~主〉

制""婚
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(4 ) 

出
水

グ
に
備
え
猛
訓
練

台
風
シ
ー
ズ
ン
到
来

い
よ
い
よ
大
雨
が
予
想
さ
れ
、

各
地
で
出
水
騒
ぎ
が
お
こ
り
ま

す
が
、
市
は
こ
れ
に
備
え
て
水

紡
演
習
を
行
な
い
ま
し
た
。

我
孫
子
市
・
柏
市
共
催
の
水

防
演
習
は
、
七
月
十
六
日
午
前

八
時
三
十
分
か
ら
、
青
山
内
利

根
川
提
防
に
お
い
て
、
両
市
長

を
は
じ
め
消
防
団
員
約
三
百
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
は
、
東
葛
飾
土
木
事
務

我
孫
子
市
消
防
団
ポ
ン
プ
操

法
大
会
は
、
去
る
八
月
四
日
猛

暑
の
中
、
湖
北
台
の
東
小
学
校

建
設
予
定
地
に
お
い
て
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

各
分
間
と
も
市
民
の
み
な
さ

ん
の
尊
い
生
命
と
貴
重
な
財
産

を
守
る
と
い
う
責
任
感
に
あ
ふ

園田宮

&四u-議事

小型ポンプは第20分団、ポンプ自動車は第21分団州菱勝

所
か
ら
出
て
い
た
だ
き
、
河
川

の
増
水
の
た
め
提
紡
に
キ
裂
が

生
ヒ
て
漏
水
し
た
り
、
あ
る
い

は
決
壊
す
る
の
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
各
種
の
訓
練
を
行
な
い
ま

し
た
。猛

暑
の
折
、
消
防
団
員
は
汗

だ
く
と
な
り
な
が
ら
も
、
日
ご

ろ
の
腕
を
披
露
し
て
、
水
時
間
に

つ
い
て
の
認
識
と
自
信
を
深
め

ま
し
た
。

ま
た
、
海
上
自
衛
隊
下
総
基

れ
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
十

分
発
揮
し
、
い
ず
れ
も
優
劣
を

つ
け
が
た
い
巧
み
な
演
技
を
披

露
し
ま
し
た
。

厳
密
な
る
審
盗
の
結
果
、
次

の
と
お
り
決
定
い
た
し
ま
し
た

が
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
優
勝
の

第
二
十
分
間
と
ポ
ン
プ
自
動
車

内
部
優
勝
の
第
二
十
一
分
間
は
、

八
月
九
日
に
行
な
わ
れ
た
千
葉

地
内
協
力
に
よ
り
、
大
引
ヘ
リ

コ
ブ
タ
を
使
っ
た
人
命
救
助

な
ど
実
戦
さ
な
が
ら
の
訓
練
を

行
な
い
ま
し
た
。

こ
の
目
的
来
賓
に
は
、
県
副

知
事
川
上
紀
一
氏
を
は
じ
め
、

県
議
会
議
員
、
市
議
会
議
員
、

祐
幹
察
署
長
、
関
係
諸
宮
庁
統

員
な
ど
の
方
に
出
席
し
て
い
た

だ
き
嬢
況
な
う
ち
に
終
わ
り
ま

し
た
。

県
下
市
町
村
消
防
団
ポ
ン
プ
操

法
大
会
に
我
孫
子
支
部
代
表
と

し
て
出
場
し
ま
し
た
。

V
小
型
ポ
ン
プ
の
部

優

勝

第

二

十

分

団

準
優
勝
第
十
九
分
間

一
一
一
位
第
十
一
分
間

V
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

優

勝

第

二

十

一

分

間

準
優
勝
第
三
分
間

費
の
手
で
明
る
い
町
づ
く
り

東
官
両
地
区
更
生
保
護
婦
人
会

員
は
、
七
月
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鴻
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こ
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、
当
会
的
活
動
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ん
で
あ
り
、
一
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を
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し
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、
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、
運
動
会
、
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ど
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て
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逮
と
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役
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立
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運
動
中
古
け
で
を
く
、
ふ
だ

ん
か
ら
、
み
ん
な
の
緩
い
手
で
、

明
る
い
社
会
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
問
会
で
は
、
よ
い
母

続
に
な
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

日ごろの競を発揮する消防団員
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士
口
十
時
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設
(
株
)
・
か
ら
身
体

障
害
者
の
た
め
に
と
、
金
二

万
円
円
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

市
は
、
あ
り
が
た
く
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

数
え
歌
を
つ
く
り
ま
し
た
。

よ
い
親
に
な
る
た
め
の
数
え

歌
ひ
と
つ
と
や
、
人
の
子
供
と

比
較
し
て
、
比
較
し
て
、
ぐ
ち

を
言
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ま
い
、
な
げ
〈
ま
い

ふ
た
つ
と
や
、
ふ
た
親
そ
ろ

っ
て
健
か
に
、
健
か
に
、
明
る

い
笑
顔
は
子
町
願
い
、
子
町
開
閉

し

み
つ
つ
と
や
、
み
ん
な
で
よ

り
合
い
助
け
合
う
、
助
け
合
う
、

人
的
子
、
わ
が
子
の
区
別
な
く
、

区
別
な
〈

ょ
っ
つ
と
や
、
よ
そ
の
う
わ

き
を
す
る
よ
り
も
、
す
る
よ
り

も
、
ま
ず
と
と
の
え
よ
家
の
中
、

家
的
中
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民

泰
道
議
康
九
月
生
の
募
集
を

次
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。
ふ

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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吋
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行政相談
人権擁護相談

交 8月26日(月)
10時~3 時

大中峠下青年館

座
募
集

ハ
f
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
書
い
て
、
我
孫
子
市

中
央
公
民
館
(
我
孫
子
新
国

三
四
)
ま
で
お
申
込
〈
だ
き
い
。

な
お
、
八
月
二
十
五
日
町
消
印

か
ら
受
付
ま
す
。

短
歌
講
座
の
九
月
生
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

V
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康
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凶
金
曜
日
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我
孫
子
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央
公
民

内
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員

二

十

名

九
月
十
日
午
前
九
時
か
ら
申

込
を
受
け
つ
け
ま
す
。
直
接
中

央
公
民
館
ま
で
申
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

犬
は
つ
な
い
で

飼
い
ま
し
ょ
う

犬
を
散
歩
さ
せ
る
時
は
、
危

険
で
す
か
ら
、
綱
か
ら
は
な
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

可
愛
い
犬
の
排
せ
つ
物
は
、

飼
主
が
、
責
任
を
も
っ
て
、
か

た
ず
け
て
く
だ
さ
い
。

緑
町
町
を
、
犬
を
つ
れ
て
散

歩
す
る
姿
は
、
美
し
い
も
の
で

す
。
飼
主
内
正
し
い
マ
ナ
ー
で

き
れ
い
な
町
に
し
ま
し
ょ
う
。
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国
人
の
方
ヘ
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和
田
十
六
年
に
登
録
証
明

円
切
替
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新
規
登
録
を
受
け
た

方
は
、
今
年
が
更
新
町
年
で
す
。

田
昌
耳
録
を
受
け
た
日
か
ら
三
年

目
に
あ
た
る
日
の
三
十
日
前
か

ら
新
し
い
登
録
証
明
書
を
交
付

し
ま
す
。

。
旅
券
(
持
っ
て
い
る
人
だ
け
)

o
写
真
三
枚
(
十
四
才
以
上
の

方
向
み
)

口
外
国
人
登
録
証
明
書

以
上
を
そ
ろ
え
て
、
本
人
が

直
接
、
市
役
所
に
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

(
市
民
課
)

詩情 報管

特殊、記念切手が次のとお
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会記念
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のこ会議記念
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土地立入りを行ないます 静 8月の納税噌 [市民相談コーナ目j

市民税・県民税 のご利用を
北千葉導水路事業の計画検討に必要な基 国 民健康保険税の

礎調査を行なうため、次のように土地の立 第 2期分です
年金、社会保険、労働問題について、次

入りを行ないます。 今月の出張徴収は、次のとおり行ない のとおり、相談をお受けします。ご利尽く

カ日時昭和49年 8月初日から
ますのでご利用くだきい。

fどきし、。

12月末日実で
@日時 8月初日(金) 合日時毎月第 1第 3水昭日 101時一15時

日の出から日没まで
午前 9時30分一午後 4時

立場所市役所市民ホール

@場所輿陽寺・福祉センタ
台網践員 社会保険労務士恨本末、笠原佐久男

台場所都部新回、中里新田、新木新回、
なお、厚生年金、始員保険などの資格が

布f左下新田の干拓地
※税は私たちの生活を明るく皇室かにする あり、請求していない方は、年金証書、印

ための源です。 鐙を持ち、相談においでください。
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カ、くオも~，まかしろで車のうあぶないよ/




